
図1 エタノール消毒および手洗い洗浄効果（指先の細菌構成）
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コロナ禍で関心が高まっている手洗いの洗浄効果
について、医学・保健学の最新の知見・検査技術を
活用して、特に皮膚の残留常在菌叢について解析し、
スキンケアについて新たな提言を目指す研究です。
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コロナ禍で、手指の消毒や衛生概念にこれ
まで以上の関心が高まっています。普段の手
洗いや消毒が皮膚常在菌叢にどのような影響
を及ぼしているのでしょうか。洗浄剤を用い
たり、長めに手洗いすることは効果的という
報告があります。しかし、泡状と液状といっ
た洗浄剤の形態の比較を行っている研究は殆
どなく、洗浄剤の形態と手洗い効果との関連
についてはいまだ不明です。洗浄剤の形状に
よって効果に差があるとすれば、意識させる
ことなく、多くの人に今以上の手洗いの効果
をもたらすことが期待できると考えられます。
これまでの研究で、泡状洗浄剤と液状洗浄
剤を用いた、手洗いにおける洗浄効果につい
て解析したところ；１）細菌量は手洗いで大
きな減少は見られませんでした。２）残留皮
膚常在菌叢（細菌構成）では、手洗い無し→
流水→泡状→液体状と強力に洗うに従って、
Cutibacterium acnes（アクネ菌）の割合が
減少し、Staphylococcus（ブドウ球菌）の
割合が増加しました。C. acnesは皮脂の多い
ところを好み増殖するため、脂分を溶かす洗
浄剤により容易に洗い流されやすいと考察し
ています。一方、エタノール消毒で細菌量は
約20分の1に減少しましたが、細菌構成は大
きな変化がありませんでした。
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皮膚常在細菌は、皮膚表
面を弱酸性に傾け、感染を
防ぐことから、普段の生活
の中では必要な細菌です。
このことより、手指衛生で
は皮膚常在菌叢のバランス
を保つことが大事なのでは
ないでしょうか。細菌構成
を大きく変化させる石鹸で
の洗浄のしすぎには注意が
必要なのかもしれません。


